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寄
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　日
本
人
に
糖
尿
病
が
多
い
理
由

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
日
本
人
糖
尿
病
は
非

肥
満
な
い
し
小
太
り
の
状
態
で
す
で
に
糖
尿

病
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
肥
満
者

に
糖
尿
病
が
多
く
見
ら
れ
る
欧
米
と
は
好
対

照
を
な
し
て
い
る
。

一
方
、
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
に
つ
い
て
は

ど
う
か
？　

糖
負
荷
試
験
で
検
討
し
た
成
績

（
図
1
）
で
は
、
白
人
と
比
較
し
て
日
本
人

糖
尿
病
で
は
明
ら
か
に
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
は

低
下
し
て
お
り
、
し
か
も
正
常
者
や
糖
尿
病

予
備
群
と
言
わ
れ
る
境
界
型
の
者
で
も
、
す

で
に
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
は
欧
米
白
人
に
比
べ

著
し
く
少
な
い
。
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
を
示

す
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
指
数
（
経
口
ブ
ド
ウ
糖

負
荷
試
験
で
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
前
の
空
腹
時
血

糖
と
空
腹
時
イ
ン
ス
リ
ン
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
負
荷
後
30
分
の
結
果
か
ら
計
算
さ
れ

る
。
こ
の
数
値
が
小
さ
い
ほ
ど
、
イ
ン
ス
リ

ン
分
泌
力
が
弱
い
）
で
表
す
と
（
図
2
）
、

日
本
人
は
2
分
の
1
程
度
ま
で
欧
米
白
人
に

比
べ
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
が
低
下
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
日
本
人
ば
か
り
で
な

く
、
韓
国
人
や
中
国
人
で
も
観
察
さ
れ
て
お

り
、
ア
ジ
ア
人
一
般
の
特
徴
と
捉
え
ら
れ
つ

つ
あ
る
。

大
き
く
変
化
し
た
日
本
の
食
卓

特
に
油
脂
類
摂
取
量
が
増
加

日
本
の
歴
史
に
お
い
て
定
住
生
活
が
始

ま
っ
た
の
は
、
縄
文
時
代
後
期
か
ら
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
過
去
数
千
年
間
農
耕
を
主
体

と
し
た
生
活
を
送
っ
て
き
た
の
が
、
日
本
人

で
あ
る
。
欧
米
白
人
、
特
に
ゲ
ル
マ
ン
人
な

ど
肉
食
を
主
体
と
し
体
格
も
大
き
な
人
種
と

比
べ
、
日
本
人
は
む
し
ろ
肉
食
を
避
け
、
穀

類
を
主
体
と
し
た
食
生
活
で
体
格
も
小
さ
い

人
種
と
し
て
暮
ら
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
戦
後
も
半
世
紀
以
上
を
経

て
、
日
本
の
食
卓
は
大
き
く
変
化
し
た
。
こ

の
間
、
本
格
的
な
肉
食
が
始
ま
り
定
着
し

た
。
肉
や
乳
製
品
の
摂
取
量
増
加
、
特
に
油

脂
類
の
過
剰
摂
取
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
油
脂
類
の
摂
取
あ
る

い
は
肉
類
の
摂
取
と
糖
尿
病
の
発
症
に
は
明

ら
か
な
相
関
が
見
ら
れ
て
い
る
。

特
に
油
脂
類
の
摂
取
量
の
増
加
は
著
し

く
、
過
去
60
年
の
間
に
約
3
倍
に
増
加
し
て

い
る
。
油
脂
類
は
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
過
剰
の

場
合
、
ほ
と
ん
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
ず
に

貯
蔵
さ
れ
る
た
め
、
脂
肪
組
織
を
増
や
し
て

肥
満
し
や
す
い
。
こ
れ
は
貯
蔵
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
要
す
る
炭
水
化
物
と
は
異
な
る
が
、

炭
水
化
物
も
比
較
的
容
易
に
中
性
脂
肪
に
転

換
さ
れ
て
脂
肪
組
織
に
蓄
え
ら
れ
る
の
で
、

過
剰
に
取
れ
ば
肥
満
の
原
因
に
な
る
。

ま
た
食
品
も
高
度
に
精
製
さ
れ
、
調
理
が

加
え
ら
れ
た
食
材
が
多
種
類
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
カ
ロ
リ
ー
の
み
濃
厚
で
、
そ

れ
で
い
て
栄
養
素
に
乏
し
い
食
品
が
数
多
く

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
食
物
線
維
の
摂
取
量
の
変
化
に
も
現
れ

て
い
る
。
50
年
前
に
は
1
日
20
g
と
っ
て
い

た
も
の
が
、
現
在
で
は
14
g
前
後
に
ま
で
減

少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
食
物
線
維
は
豆
類

や
穀
類
、
野
菜
、
き
の
こ
や
海
藻
類
に
豊
富

に
含
ま
れ
て
お
り
、
食
物
線
維
の
摂
取
が
糖

尿
病
の
発
症
を
抑
制
す
る
、
あ
る
い
は
糖
尿

病
に
良
い
効
果
を
発
揮
す
る
と
の
報
告
も
多

数
あ
る
。

　

昭
和
40
年
代
に
は
25
万
人
ほ
ど
で
あ
っ
た

日
本
の
糖
尿
病
患
者
は
、
50
年
に
は
50
万
人

を
突
破
し
、
今
や
1
0
7
0
万
人
と
推
計
さ

れ
て
い
る
（
糖
尿
病
ア
ト
ラ
ス
第
5
版
：

I
D
S
・
国
際
糖
尿
病
連
合
）
。
ま
た
予
備

群
ま
で
含
め
る
と
2
0
0
0
万
人
以
上
と
大

変
な
数
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
生
活
習
慣
の
変
化
や
人
口
の
高
齢
化
に

加
え
、
遺
伝
素
因
が
あ
る
。
遺
伝
素
因
に
つ

い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
進
め
ら
れ
、
特

に
日
本
人
の
糖
尿
病
と
関
わ
り
の
あ
る
遺
伝

子
も
徐
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
日
本
人
の
糖
尿
病
の
特
徴
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

日
本
人
の
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
は

白
人
に
比
べ
2
分
の
1
程
度

日
本
人
の
2
型
糖
尿
病
の
病
態
の
特
徴
と

し
て
、
欧
米
白
人
に
比
べ
明
ら
か
に
肥
満
者

が
少
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
糖
尿
病
患

者
の
平
均
B
M
I
で
見
る
と
、
日
本
人
の
場

合
は
23
・
5

Kg
／
m2

で
、
欧
米
人
の
32 

Kg
／

m2

よ
り
は
る
か
に
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
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糖
尿
病
患
者
の
6
割
は
ア
ジ
ア

若
い
層
の
患
者
増
加
も
問
題

世
界
的
に
も
糖
尿
病
患
者
数
は
急
速
に
増

加
し
つ
つ
あ
り
、
1
9
8
5
年
時
点
で

3
0
0
0
万
人
で
あ
っ
た
糖
尿
病
人
口
（
20

〜
79
歳
）は
2
0
0
0
年
に
1
億
5
0
0
0
万

人
、
2
0
1
1
年
に
3
億
6
6
0
0
万
人
、

2
0
3
0
年
に
は
5
億
5
2
0
0
万
人
を
超

え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
糖
尿
病
患
者
の
約
6
割
が
ア
ジ
ア

に
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
1
9
7
0
年
か

ら
89
年
と
、
90
年
か
ら
2
0
0
5
年
の
有
病

率
を
見
る
と
（
図
3
）
、
米
国
と
比
べ
ア
ジ

ア
各
国
の
伸
び
が
目
立
つ
。
有
病
率
の
増
倍

率
で
見
る
と
、
米
国
は
1
・
5
倍
前
後
で
あ

る
の
に
対
し
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
韓
国
な
ど

ア
ジ
ア
各
国
は
軒
並
み
3
倍
以
上
と
い
う
高

倍
率
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
問
題
が
深
刻

な
の
は
30
歳
代
や
40
歳
代
と
い
っ
た
比
較
的

若
い
層
に
も
ア
ジ
ア
地
域
で
糖
尿
病
患
者
が

増
え
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
糖
尿
病
の
予
防
に
つ
い
て
国
家

的
規
模
で
の
対
策
が
各
国
で
急
が
れ
て
い

る
。
I
D
F
（
国
際
糖
尿
病
連
合
）
の
働
き

か
け
を
受
け
て
2
0
0
6
年
12
月
21
日
に
は

糖
尿
病
に
関
す
る
国
連
決
議
が
採
択
さ
れ
、

世
界
的
に
対
糖
尿
病
戦
略
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
翌
年
か
ら
啓
発
の
一
環

と
し
て
11
月
14
日
を
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」

と
し
、
世
界
各
地
で
糖
尿
病
に
関
す
る
啓
発

活
動
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ち
な

み
に
こ
の
日
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
発
見
で
有

名
な
バ
ン
チ
ン
グ
博
士
の
誕
生
日
で
あ
る
。

非
肥
満
患
者
が
多
い
日
本

肥
満
に
と
ら
わ
れ
な
い
方
策
を

日
本
に
お
い
て
は
平
成
17
年
か
ら
日
本
糖

尿
病
学
会
が
主
体
と
な
り
日
本
医
師
会
、
日
本

糖
尿
病
協
会
と
と
も
に
日
本
糖
尿
病
対
策
推
進

会
議
が
結
成
さ
れ
、
各
種
の
啓
発
事
業
や
、
エ

ビ
デ
ン
ス
の
構
築
に
向
け
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構

築
事
業
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

糖
尿
病
合
併
症
は
患
者
個
人
の
負
担
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
社
会
経
済
的
に
も
大
き
な
負

担
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
糖
尿
病
対
策
は
早
期
か
ら
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
の

介
入
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
懸
念
さ
れ
る
点
が
あ

る
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
対
象
と

す
る
特
定
健
診
制
度
の
普
及
に
よ
り
、
早
期
介

入
の
対
象
に
つ
い
て
メ
タ
ボ
の
前
提
で
あ
る
腹

部
肥
満
の
存
在
が
、
必
要
以
上
に
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
人
糖
尿
病
は
む
し
ろ
非
肥
満

に
多
い
現
状
か
ら
す
る
と
、
糖
尿
病
対
策
で
重

要
な
こ
と
は
肥
満
に
の
み
と
ら
わ
れ
る
の
で
は

な
く
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
、
そ
し
て
そ
の
前
提

で
あ
る
運
動
不
足
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
少
な

い
生
活
ス
タ
イ
ル
、
朝
食
抜
き
で
夜
中
に
多
く

食
べ
る
不
規
則
な
食
事
、
食
習
慣
に
お
け
る
脂

肪
や
炭
水
化
物
の
過
剰
摂
取
な
ど
の
特
徴
を
多

角
的
に
と
ら
え
て
、
よ
り
糖
尿
病
に
な
り
や
す

い
素
因
の
有
無
を
把
握
し
、
改
善
の
方
策
を
考

え
る
こ
と
で
あ
る
。

食
事
や
運
動
を
め
ぐ
る

社
会
的
な
環
境
づ
く
り
も
必
要

か
つ
て
、
米
国
の
糖
尿
病
専
門
医
に
向
け

た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
「
糖
尿
病
の
発

症
に
関
わ
る
環
境
因
子
の
中
で
最
も
重
要
な

も
の
は
何
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、
大
半
の

医
師
が
「
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
を
挙
げ

た
と
い
う
。
乗
用
車
の
普
及
が
糖
尿
病
増
加

の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
昔

か
ら
認
識
さ
れ
て
き
た
。
日
本
で
も
乗
用
車

の
普
及
は
糖
尿
病
患
者
数
の
急
増
と
見
事
に

一
致
し
て
き
た
。

さ
ら
に
日
本
に
お
け
る
糖
尿
病
増
加
の
背

景
に
は
、
急
速
に
進
む
超
高
齢
化
、
す
な
わ

ち
高
齢
者
人
口
の
急
増
が
あ
る
。

そ
し
て
、
前
述
し
た
と
お
り
食
生
活
の
変

化
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
肉
や
乳
製
品

の
多
食
な
ど
、
高
脂
肪
食
に
伴
う
脂
肪
毒
性

の
発
揮
は
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
ば
か
り
で
な
く

イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
を
も
悪
化
さ
せ
、
よ
り

強
く
高
血
糖
を
来
た
す
。

糖
尿
病
を
予
防
し
て
い
く
う
え
で
重
要
に

な
る
の
は
、
や
は
り
こ
ま
め
に
体
を
動
か
し

筋
肉
を
普
段
か
ら
よ
く
使
っ
て
鍛
え
る
こ
と

で
あ
る
。

そ
し
て
、
高
脂
肪
あ
る
い
は
精
製
度
の
高

い
、
よ
り
製
品
化
さ
れ
た
栄
養
素
の
少
な
い

食
事
は
や
め
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
濃
度
は
低
く

て
も
よ
り
自
然
に
近
い
、
新
鮮
で
栄
養
素
の

豊
富
な
食
材
、
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
食
事
を

整
え
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
社
会
的
に
も
気
軽
に
運
動
が
で
き
た

り
、
望
ま
し
い
食
材
が
容
易
に
入
手
し
、
調

理
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
も
必
要
で
あ

ろ
う
。

関
西
電
力
病
院
糖
尿
病
・
栄
養
・
内
分
泌
内
科 

部
長

黒
瀬
　
健
（
く
ろ
せ
・
た
け
し
）

昭
和
58
年
、
浜
松
医
科
大
学
医
学
部
卒
業
。
平
成
3
年
、
京
都

大
学
医
学
部
大
学
院
を
修
了
、
4
年
、
シ
カ
ゴ
大
学
生
化
学
・

分
子
生
物
学
科
客
員
研
究
員
。
そ
の
後
、
京
都
大
学
医
学
部
附

属
病
院
講
師
、
市
立
島
田
市
民
病
院
糖
尿
病
・
代
謝
内
科
部
長

を
経
て
、
 19
年
よ
り
現
職
。

関
西
電
力
病
院 

院
長
/
日
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